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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

磁気モーメントが螺旋を描いて秩序化するカイラル螺旋磁性体は磁化測定からの判
別が難しく、その手法は確立されていない。本課題では螺旋周期の異なるカイラル
螺旋磁性体YbNi3Al9とYb(Ni0.94Cu0.06)3Al9おいて交流磁化を測定することで、そ
の高調波からカイラル螺旋磁気構造の情報を得ることを目的とする。

実験
Experimental

弊研究室にて合成した単結晶試料の磁化をSQUID型磁化測定装置MPMSを使用して
測定した。磁化率の交流磁場応答を調べるために交流磁化測定モードでコイルの電
圧を直接取り出してオシロスコープで観察した。

結果と考察
Results and Discussion

カイラル螺旋磁気秩序温度以下で巨大な2次高調波を観測した。通常の磁性体で高
調波は今回観測された高調波の大きさの10分の1以下でありカイラル螺旋磁気構造
由来の信号が得られた可能性がある。一方で、磁気秩序の情報を与えるとされる奇
数次の高調波は観測されていない。今後、試料の純良化や類似試料での測定によっ
て高調波とカイラル螺旋磁気構造の関係性を探りたい。
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